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「ヒキガミサマ」　
登　場　人　物
楓（かえで）　…中３　明るく元気だが一つだけ問題あり
ゆかり　　　　…中３　優しい　楓のことを理解している
真琴（まこと）…中３　口は悪いが実は思いやりがある子

早月（さつき）…中３　いつもおとなしい
亜希（あき）　…中３　何事に対しても批判的　
かよ　　　　　…中３　ひょうきんでいつも笑いをとる
ヒキガミサマ　…引きこもりの神様？
母　　　　　　…楓の母　理解がある優しい母
先生　　　　　…６人の担任　生徒と一緒に考えてくれる　
　　　　幕が開く　上手にサス　楓の部屋
　　　　制服を着た楓が、パソコンを前に座っている。
　　　　
楓　　　私は楓、どこにでもいる中学３年生の女の子です。
　　　　顔はまあ、自分で言うのもなんですが、結構かわいいほうかな？なんてね。性格はややまあ明るいし、勉強もそれなりに頑張っているし…目が悪いけど、昔と違って今はメガネ女子が人気だし…。
　　　　（少し離れたところから２階の楓に）

母　　　ほらほら、何を独りごと言ってるの？早く食べないと学校に遅れるわよ。
楓　　　はーい。ということで、一つだけ問題はあるけど、

　　　　それ以外はなかなかイケてる女の子でーす。
　　　　
　　　　（朝の教室　けだるそうに登校してくる生徒）

　　　　（一つだけ空いている机に真琴がバッグを置く）

ゆかり　真琴、そこに荷物を置かないほうがいいよ。

か　よ　いつもは優しい先生が、なぜか怒るよねー

真　琴　あっ、そうだった。

か　よ 「真琴さん、そこはあなたの席じゃありませんん！」てね。
真　琴　どうせ来ないんだから、いいじゃんねぇ。　

亜　希　あとで何か言われると困るからじゃないの？
ゆかり　別にそんなことじゃないとおもうけど。

早　月　私もやっぱり嫌だな、自分の席を使われていたら。
真　琴　それはそうだろうけど…。　（チャイムが鳴る）

か　よ　先生来たよ。（ゆかりが号令をかけ挨拶をする）

先　生　（教室を見渡して）欠席はなしですね。

か　よ　楓さんがお休みでーす。

先　生　あっ、そうね。楓さんだけですね。

亜　希　先生が忘れちゃっていいんですかぁ。

先　生　べ、別に忘れたわけじゃないわよ。楓さんの他に、という意味よ。

か　よ　おっ、今日も亜希ちゃん、朝から厳しいねぇ！
亜　希　今日も、って何よっ！

真　琴　いつも厳しいみたいじゃん。

か　よ　いつも厳しくないみたーい！

亜　希　かよ、怒るよ！

ゆかり　やめなよ、学活中だよ。

　　　　（先生は気を取り直して、朝の連絡をしている）

か　よ　ねぇねぇ、楓さんってどんな子だっけ？

真　琴　知らない。不登校の子だけど、一度も会ったことないし、小学校もこの辺じゃないよね？
早　月　４３番の子でしょ？始業式のクラス分け名簿に　載ってたよ。確か大阪の小学校から来たと思う。
か　よ　早月、よく覚えているね。

早　月　それはそうだよクラスメイトだもん。

亜　希　クラスメイトって言ったって、一度もこの教室に来てないからね。

早　月　ていうか、この学校に一度も来てないんじゃないかな。あたし３年間同じクラスだから。
先　生　ちょっとそこ、話を聞いていますか？
亜　希　先生、楓さんはどうして学校に来ないんですか？

先　生　い、いきなりなあに？

か　よ　先生だって欠席を忘れちゃうくらい、学校に来ていないじゃないですかぁ。

先　生　だからぁ、忘れたわけじゃありません！確かにこのクラスにまだ一度も顔を見せていないけど…。

早　月　あのぉ、このクラスにって言うより、この学校に一度も来ていないんじゃないですか？

先　生　あら、そうなの？

早　月　はい…私３年間楓さんと同じクラスだったから…。
先　生　そうだったんだ。私は去年この学校に来たばかりだから、知らなかった。

ゆかり　先生、楓さんは理由を何か言っているんですか？

先　生　それがね…私もまだ一度も会っていないの。

　　　　（クラスが騒然となる）

先　生　静かにして！（ちっとも収まらないので）

静かにしなさいっ！

か　よ　だって、担任の先生まで会ったことがないなんて、

ちょっとびっくりだよね？

真　琴　うん、めっちゃびっくり！

亜　希　家庭訪問とか、行かないんですか？

先　生　何度も行ったわ。ちゃんと電話でお約束するのに、いつも急にキャンセルになっちゃうの。

ゆかり　思い切って、突然押しかけてみたらどうですか？

先　生　それも何回か挑戦してみたけど、だめだった。

早　月　今までの担任の先生は、何か知っているんじゃないんですか？

先　生　それがね…これまでの担任の先生も、一度も会っていないの。

か　よ　えーっ、そんなことってあるんですか？（騒然）
先　生　先生たちも、困っているのよね。

　　　　（チャイムが鳴る）

先　生　さ、朝の学活はここまでにしましょう。

ゆかり　きりーつ！礼！

　　　　（先生は教室から出る。みんながやがや）

　　　（楓の部屋　楓が苦しんでいる）

母　　　楓、大丈夫？
楓　　　大丈夫…じゃない…。（立ち上がろうとする）
母　　　無理しなくてもいいのよ。

楓　　　そうやって、いつも私を甘やかして、結局こうし　　　　て８年が過ぎちゃったんじゃない！
母　　　そんなこと言ったって、無理に行こうとすると、
　　　　頭痛や腹痛がひどくなったでしょ？
楓　　　そうよ、今日こそ学校に行こう！…何度も何度も

　　　　そう思ったのに、いつも体が拒否する！
母　　　お医者さんも、無理に学校に行かなくていいって

おっしゃっているんだから気にしなくていいの。
楓　　　毎日毎日、「昨日はだめだった」「今日こそ行こ

う」「明日こそ行けるかも」そんなことばかり考

えて生きてるのよ！
母　　　だから、無理に行こうとしなくていいのよ！

楓　　　だって、小学校の時は結局そうやって一日も行け

なかったから、大阪から東京に戻って、中学生に
なるときに決めたの！

母　　　どうして毎朝制服に着替えることにしたの？

楓　　　だって私中学生なんだよ！毎朝制服に着替えて、

学校に行って、普通の学校生活送りたいんだよ！

母　　　そんなこと言ったって…あなたの体が拒否してる

じゃない…。

楓　　　だから毎日毎日苦しんでいるんだよ。行きたいの

に、行けない…。

母　　　本当に行きたいの？行かなくちゃいけないと、自

分を苦しめているだけなんじゃないの？
楓　　　わかんないよ、そんなこと！わかんないけど何を

したらいいかわかんないから、苦しんでいるんだ
よ！（走って立ち去る）

母　　　楓…かわいそうに。何度も引っ越しと転校をして、辛い思いをさせてしまって…お母さんはどうしたらいいの？何をしてあげられるの？
　　　　

　　　　暗転　帰りの教室

先　生　はい、じゃあ終わりにしましょう。
ゆかり　きりーつ！礼！

　　　　（さようなら！　思い思いに帰り支度）

か　よ　あーあ、修学旅行も終わっちゃったし、最後の

　　　　合唱祭も終わっちゃったし、もうあとは受験だけ

　　　　…何も楽しいことがないなぁ…。

亜　希　受験生なんだし、そんなもんよ。

か　よ　亜希は相変わらずクールだねぇ。

真　琴　ねぇみんな、楓さんのことなんだけど。

か　よ　えっ、なになに？っていうか、楓でよくない？
ゆかり　クラスメイトだもんね。「さん」も変かな？

真　琴　ウチらで楓に何かできないかな？

か　よ　何かって何？

真　琴　わかんないけど、せっかく同じクラスなんだし、

　　　　何か力になれないかな？って思ってさ。

ゆかり　みんなで迎えに行くとか、手紙を書くとか？

か　よ　なんか面白そうだね。

亜　希　逆効果になったら困るからやめとけば？

ゆかり　先生に相談してみればいいかもね。
真　琴　だってさぁ、なんかこのまま卒業しちゃったら、クラスメイトとしてどうなの、って感じだし。
か　よ　そうだよね、なんかやろうよ！早月、どう思う？

早　月　私は…私はちょっと…。

か　よ　なに冷たいこと言ってるのよ！

真　琴　そうだよ、亜希ならともかく早月らしくないじゃん！

亜　希　ちょっと、それどういう意味よ！

真　琴　あはは、そういう意味だよ。

亜　希　ひどーい！まるであたしが冷たいみたいじゃん！

か　よ　まるで冷たくないみたーい！

亜　希　あーっ、またそういう言い方して…

ゆかり　ほらほら話がそれたよ。真琴何かいい考えある？
真　琴　よくわかんないけど、例えば帰りに何人かで楓ん家に寄ってみるとか、朝迎えに行くとか…。

亜　希　学園ドラマならうまくいくかもしれないけど、現

実ではかえって逆効果の方が多い、って聞いたこ

ともあるよ。

早　月　私は反対だな。

か　よ　どうして？

早　月　私ね、４年生の時、男子にからかわれて、学校に

行けない時期があったんだ。
ゆかり　えっ、そうだったんだ…。
早　月　うん…担任の先生が毎日のように家庭訪問してく

れたけど、なんだか申し訳なくて情けなくて。

「反省してます、もう二度としません！」なんて

いう男子の手紙もなんとなく信用できなかったし、

先生や友達に会えないだけじゃなくて、もっと追
い詰められる気がして辛かったな。

ゆかり　早月…大変だったね。
真　琴　早月はどうやって不登校から立ち直ったの？

か　よ　そうだよ！楓のためのヒントがあるかもしれない

　　　　よ！

早　月　４年生のうちは、友達が毎日のように交代で会いに来てくれたり、手紙やノートを持ってきてくれても、結局学校には行けなかったんだ…。でもね、
　　　　５年生になってこっちに引っ越してきて、なんだかふっきれたの。それが一つ目のきっかけ。　
ゆかり　そういえば早月は、５年生の時に転校してきたんだったね。おとなしそうだったけど、別にそんな暗くはなかったよね？
早　月　今までの自分を思い出したくなかったから…。
でもやっぱり男子が怖くて、中学はこうして近く

の女子校にしたの。
真　琴　そうかぁ、やっぱり転校とか大きなきっかけが
　　　　必要なのかなぁ。
か　よ　でもさあ、楓の場合ウチの学校には一度も来てい

ないんだから、ちょっと違うんじゃない？
亜　希　うちらに原因無いわけだし。
ゆかり　でも、何かの縁でせっかく同じクラスになったの

に、このままな何もできないでいるなんて…。

（暗転　楓の部屋　一人で座っている）

母　　　（ドアの外から）楓、大丈夫？

楓　　　うん、大丈夫。さっきはごめん。

母　　　ううん、いいのよ。お母さん、お買い物に行って

きてもいいかしら？
楓　　　行ってらっしゃい。

母　　　何か食べたいものでもある？

楓　　　ううん、別にないよ。何でもいい。

母　　　じゃあ、行ってくるね。

楓　　　あーあ、またお母さんに八つ当たりしちゃった。
　　　　お母さんが悪いわけじゃないのになぁ…

（机に伏せ寝てしまう　突然ヒキガミが現れる）

ヒキ神　あんたも大変だね。

楓　　　えっ？あれっ？寝ちゃった？…夢見てるのか。

ヒキ神　まぁ、そんなもんだね。

楓　　　ずいぶんリアルな夢だなぁ。

ヒキ神　ねぇねぇ、アンタなんで学校に行かないの？

楓　　　いきなりなによっ…あなたに関係ないでしょ？
ヒキ神　まぁ、関係ないわけではないんだけどね。

楓　　　こんな変な夢、早く終わらないかな。

ヒキ神　終わらないよ、だって夢じゃないもん。

楓　　　夢じゃないって？（ほっぺたをつねってみる）

　　　　痛いっ！えっ、これ夢じゃないの？

ヒキ神　あははは、またずいぶんベタな確かめ方だね。

楓　　　ちょっと、あなたはいったい誰なの？わかった、

　　　　不審者ね！警察呼ぶわよっ！

ヒキ神　あたしが不審者に見える？

楓　　　えっ、そうは見えないけど…じゃあ、泥棒？

ヒキ神　（部屋を見回して）こんなに金目のものがない

部屋に入って、何を盗るの？

楓　　　じゃあ、あなたはいったい誰なの？

ヒキ神　まぁ普通は「ヒキガミサマ」と呼ばれているね。

楓　　　ひきがみ、さま？　なあに、それ？

ヒキ神　引きこもりの神様、略してヒキガミサマ。

楓　　　引きこもりの神様？あなたは神様なの？

ヒキ神　（照れながら）一応そういうことです。

楓　　　神様って、だってどう見てもただの女子中学生に

しか見えないじゃない！
ヒキ神　うん、まあ「引きこもり」と言っても、上はお年

寄りから、下は幼稚園児・保育園児までいるから

ね。姿を現すときには、原則としてその相手と同

じ状況で、と決まっているのよ。
楓　　　じゃあなに、私が中学３年生の引きこもりだから、

　　　　中学３年生の女の子の姿で現れたというわけ？

ヒキ神　そう、そんな感じ。

楓　　　じゃあ、あなたの本当の姿はどんななの？

ヒキ神　まあ、そんなことはどうでもいいじゃない。今は、

　　　　あなたのお友達だと思ってよ。

楓　　　お友達って、私は小学校の入学式しか学校に行っ

ていないし、そのあと中学生になるときに東京に
越してきたから、友達なんて一人もいないし…。

ヒキ神　そうだねぇ。
楓　　　そうだねぇ、ってあなたに私の何がわかるの！　

ヒキ神　何って例えば今あんたが苦しんでいることとか？
楓　　　私の苦しみがあなたにわかるって言うの？

ヒキ神　まぁ、なんとなくというか、なんというか。

楓　　　なんとなく、って何よ！神様がそんな無責任なこ

とでいいの？

ヒキ神　まぁ、日本の場合、神様って言ったって、貧乏神

とか疫病神とかいろいろいるからねぇ。
楓　　　うわっ、じゃあ貧乏神とか疫病神の仲間なの？
ヒキ神　いや、そんなことはないけどね…日本の神様って、とっても身近で、人間くさいんだな…これで結構、

人の役に立っているんだよ。

楓　　　なんだか怪しいんだけど…まぁいいや。とにかく、
　　　　わざわざ来てくれたということは、私を助けてく

れるんだよね？

ヒキ神　まぁ、一応そのつもりです。

楓　　　だったら、私を…私を学校に行けるようにして！

ヒキ神　それはかまわないけど、どういう方法を選ぶ？

楓　　　どういう方法を選ぶって、どんな方法があるの？

ヒキ神　そうねぇ…例えば、「いきなり楓さんを教室に送
り込むコース」とか…。

楓　　　ちょ、ちょっと待ってよ！「いきなり教室に送り
　　　　込むコース」ってどういうことよ？

ヒキ神　あの有名な青い猫型ロボットの、あれと同じよう

なものかな。

楓　　　もしかして、「どこでもドア」みたいな感じ？

ヒキ神　まぁそんなところ。この部屋から、すぐに教室に
行けちゃうよ。
楓　　　そんなぁ、いきなり教室に放り込まれても…。

ヒキ神　じゃあ「毎日『頑張れー！』と応援するコース」　　　　とかはどう？
楓　　　そんなの、お母さんと同じで口には出さないけど、
　　　　気が重くなるからやめてよ！
ヒキ神　だめか？そうだな…あとは今月のおすすめで、「バーチャルトレーニングコース」なんていうのもあるけど。

楓　　　こ、今月のおすすめなんてあるの？しかも、

　　　　「バーチャルトレーニングコース」？

ヒキ神　うん、かなり人気だよ。

楓　　　それはどんなコースなの？

ヒキ神　私があんたの代わりに学校に行って、その様子をパソコンやテレビの映像に映すの。まあ教室に慣
　　　　れる練習をするコースだな。
楓　　　なんだか良さそうね。でも、私の代わりにあなた

　　　　が学校に行く、なんてできるの？バレないの？
ヒキ神　うん、そこは神様のやることだから大丈夫。周り
の人からは、私の顔があんたの顔に見えるんだな。

まあー、もっとも先生も友達もあんたの顔を知ら
ないから、別人でも問題ないんだけどね。
楓　　　うるさいわね！で、どうやったらいいの？
ヒキ神　明日から私があんたの代わりに学校に行くわけ。
楓　　　それで？
ヒキ神　あんたのクラスで、普通に学校生活を送るから、

　　　　その様子を見ていればいいよ。

楓　　　いい加減あんたはやめて、楓でいいよ。それで？
ヒキ神　これなら教室に行けると思ったら、私と入れ替わればいいよ。

楓　　　そんなにうまくいくのかな？
ヒキ神　うまくいくかどうかわからないけど、やってみな

くちゃわからないでしょ？
楓　　　そうね…何かやらなかったら、何も変わらないも

んね。
ヒキ神　そういうことで、明日から中学生してきまーす！
楓　　　自分で行くわけではないのに、なんだかドキドキ

　　　　してきちゃった。

ヒキ神　学校ってドキドキするものだよね？
楓　　　知らないよ、そんなの！たった１日しか行ったこ

とないんだもん。

ヒキ神　あと、私たちはいつでも会話できるからね。

楓　　　いつでも？どうやって？

ヒキ神　パソコンの画面見ながらマイクセットで話せるの。
楓　　　わ、わかった…。

ヒキ神　んじゃ、明日から一緒に中学生しようね！
楓　　　う、うん…。
　　　　（暗転　朝の教室）

か　よ　はぁ…今日も平凡な朝を迎えました。
真　琴　なーに、しみじみつぶやいてんのよ。

ゆかり　かよだって、しみじみすることぐらいあるよね？

か　よ　かよだって、ってなによ！
亜　希　さすがのかよも、気にするよね？

早　月　さすがの、っていうのもひどいよね？

　　　　（賑やかに話しているところへヒキ神が登校）

　　　　（誰だろう？という感じで皆が見つめる中、あた

りを見回して、空席を見つけると、席に着く）

　　　　（驚いた５人は下手奥に集まる）

か　よ　ねえ、あの子誰？

早　月　転入生かな？

亜　希　先生の紹介なしに、いきなり教室に入って来ない

でしょ。

早　月　あっ、そうか。じゃあ誰だろう？
　　　　（五人で中央奥に異動して）

ゆかり　あの席、楓の席だよね？まさか、楓が来たとか？

真　琴　まさかぁ、今まで一度も来ていないんだよ。

ゆかり　それもそうだけど、でも楓の席になんのためらいもなく座ったから、やっぱりそうなのかな？って。

亜　希　一度も来ていないのに、自分の席がわかるの？

早　月　あっ、そうか。

　　　　（五人で上手手前に移動　客席に背を向けてもめていると、突然真琴が振り返り客席に）

真　琴　あの子誰？

ゆかり　ちょっと、誰に聞いてるの？

真　琴　あっ、そうか。
　　　　（席に戻りながら）
か　よ　聞いてみればいいじゃん。あたしが聞こうか？

早　月　やめときなよ。違ったらなんか悪いし。　　　
真　琴　でも、違っていたとしたら、いったい誰なの？

早　月　それもそうだけど…。

か　よ　やっぱ聞いてみるね！（皆が止める中）

　　　　あのー、あなたは誰ですか？

ヒキ神　えっ、私？

か　よ　そうよ、他にいないでしょ。

ヒキ神　（ニッコリ笑って）誰だと思う？

　　　　（楓に対して「いよいよ友達と話すよ！」）
亜　希　誰って、そこはずっとお休みしている楓さんの席

　　　　なの。だから勝手に座らないで！

ヒキ神　ちゃんとわかってくれているんだ。よかったね。
楓　　　（うん！忘れられていないんだ！）

ゆかり　わかっているって、いったい何を？

ヒキ神　ここが誰の席かっていうこと。

真　琴　当たり前でしょ？同じクラスの友達の席なんだから！

か　よ　おやおや、ついこの間、勝手に荷物を置いてみんなに怒られていた真琴のセリフとは思えないねぇ。

真　琴　な、なんで今それを言うかなぁ。

亜　希　真琴があんまりカッコイイこと言うからだよね？

真　琴　別にあの時はたまたまっていうかなんていうか…。

ゆかり　もめていないで、先に進もうよ。
か　よ　あっ、そうだった。それであなたは誰なの？

ヒキ神　私はこの席に座ってもいいはずだけど。
真　琴　えっ…ということは、まさか…。
ヒキ神　はい、そのまさかです。

か　よ　えーっ、うそーっ！あんたが楓？

ヒキ神　…そう、私は楓です。よろしくね！

ゆかり　やっぱり…はじめまして、私はゆかり、よろしく。

真　琴　あたしは真琴。この間は勝手にあなたの席に荷物

を置いちゃって、ごめんね。

ヒキ神　別に知らなかったし、気にしていないから。

楓　　　（えっ、勝手に使っていたの？）

ヒキ神　（細かいこと言わないの！）
真　琴　えっ？あっ、そうだよね。でも、やっぱりね。

亜　希　あたしは亜希、よくこの席だってわかったね。

ヒキ神　他に席が空いていなかったから…。

早　月　ごめんね、なんだかみんなしていろいろ言って。
　　　　私は早月です。よろしくお願いします。

か　よ　あたしはかよでーす。何でも聞いてね。

ヒキ神　ちょっとみんなよりスタートが遅れたけど、
亜　希　ちょっとっていうか、すごくっていうか…。
ゆかり　亜希、変なこと言わないの！楓さん、ごめんね。
ヒキ神　楓さんってなんかよそよそしくない？
楓　　　（ちょっと、ずうずうしいこと言わないでよ！）
ヒキ神　いいじゃない、そう思ったんだから！

か　よ　えっ、なあに？何かいった？

ヒキ神　ううん、何も言ってないよ。私のこと、楓って呼んでね。（みんな、とまどいながらうなずく）

それより、先生ってどんな人？
ゆかり　あっ、そうかぁ…先生とまだ会ったことがないん

だったね。まだ若いからちょっと頼りないけど、

生徒思いのいい先生だよ。もうすぐ朝の学活だか

らいらっしゃるよ。
真　琴　ひゃー、いらっしゃるなんて、ゆかりじゃないと

　　　　似合わないよねー！　あっ、来た来た！

　（ゆかり「きりーつ、礼！」）

先　生　はい、今日も欠席は楓さんだけですね？

か　よ　楓さん来てますけど！

先　生　えっ？（ヒキ神を見つけて）あ、あなた楓さん？

ヒキ神　はい、そうです。初めまして。

先　生　ほ、本当に楓さんなの？

楓　　　（わっ、担任の先生だ！）

亜　希　楓さんが初めて来たのに、欠席扱いしたり、本人

かどうか疑うなんて、先生ひどくない？
か　よ　あたしだったら泣いちゃうかも！
ゆかり　亜希、かよ、やめなってば。先生、私たちもさっ

き楓さんに初めて会ったばかりなんです。

先　生　あっ、そうですね。あの、楓さん、保護者の方はどなたか一緒じゃなかったの？
ヒキ神　一人で来てはいけませんでしたか？
先　生　べ、別にそういう意味じゃないけど、少し長く

　　　　お休みだったから、普通こういう時は、保護者の

方から事前にご連絡いただくんだけどね。

か　よ　少し長く、だって！

亜　希　入学してからずーっと休んでいたのに、少し長く、

　　　　だって！

真　琴　かよ、亜希、やめときなよ！

早　月　そうだよ、言い過ぎだよ。

ヒキ神　ウチの親は仕事が忙しくて、一緒に来られなくてどうもすみません。

楓　　　（ウチのお母さん、専業主婦だよっ！）

先　生　う、ううん、いいのよ。じゃあ、朝の学活を続けましょうね。

　　　　（暗転　夕方の教室　みんなでおしゃべり）

か　よ　今日は突然のことでびっくりしちゃった。
ゆかり　そうだよね、嬉しいびっくりだけどね。
ヒキ神　もしかしたら私のこと？

真　琴　もちろん、当たり前でしょ！中学生になって初めて学校に来た友達が、目の前にいるんだもん！
早　月　真琴、何か言い方が失礼だよ。

亜　希　まぁ、言いたいことはわかるけどね。

ヒキ神　私にとって、今日は記念日になるな。
か　よ　そうだよね、初めてこの学校に来たんだもんね。

ヒキ神　この学校もそうだけど、私小学校の入学式に出て

以来、学校というものに行っていなかったんだ。

早　月　えっ、小学校の入学式以来？
ヒキ神　うん、そうなの。

か　よ　ねぇ、もしよかったら理由を聞いていい？

早　月　かよ、いくらなんでも失礼だよ！

ゆかり　そうだよ、誰にだって人に言えないことがあるん

だからねっ！

亜　希　でも、小学校一年の入学式以来、学校に行ってな

いって、やっぱりいろいろ聞きたいよね。

か　よ　どうして行かなくなっちゃったのか、とか、毎日

　　　　何をしていたのか、とか…。

真　琴　亜希、かよ、やめなよ！

早　月　そんな面白がって、ひどいよ！ 
ゆかり　楓、ごめんね。亜希もかよもきっと悪気ないから
許してね。
ヒキ神　別にいいよ。誰だって興味あるよね。私小さい頃

から、とっても怠け者で、毎日マンガ読んでテレ
ビ見て夜更かしして、朝はいつまでも寝ていて、
昼頃起きて「いいとも」見ながらご飯食べて…毎
日そんな生活してたら、やめられなくなっちゃっ
て、それで学校行かなくなっちゃった…。
楓　　　（ちょっと、何勝手なこと言ってるのよ！いい加

減なこと答えないでよね！確かにそういう時期

も無くはなかったけど、そんなのホントに少し

だけでしょ！誤解されるような言い方やめてよ

ねっ！）

ヒキ神　だったらこっちに来て自分で答えれば？
楓　　　（そんな急に言われても無理！）

亜　希　そうかぁー…あたしも時々、朝起きるのが嫌で、

このまま寝ていたいなー、とか本気で考えること

あるよ。

か　よ　あたしも、修学旅行の代休の時、ほとんど一日中

ベッドの上で過ごしちゃったよ。のんびりした！

楓　　　（そんな楽しいものじゃないのに…毎日毎日、朝

が辛くて辛くて、とっても苦しんだのに！）

早　月　楓はそんなお気楽な毎日じゃなかったんだよ！
楓　　　（早月…わかってくれているんだ…）

ヒキ神　今のは全部冗談よ。そんな楽しい毎日の訳ないよ。
亜　希　だよねぇ…あーびっくりした。

ゆかり　ねぇ、無理して言わなくていいからね。

ヒキ神　ありがと。でも大丈夫だから。（じゃあさぁ、私口パクするから、自分で答えてみなよ。）

楓　　　（えーっ、そんなの無理だよ。無理無理！）

ヒキ神　（じゃあ始めるからね！）
楓　　　（やだ！やめて！やめてってば！）

ヒキ神　（声だけだから平気平気！はい、始めるよ！）

か　よ　何がきっかけだったの？

亜　希　やっぱり何かあったんだよね？

早　月　大丈夫？無理しなくていいんだよ。

　

楓　　　えっと…まず、どうして行かなくなったかだよね…きっかけは…こ、言葉かな？

　　　　（みんなはヒキ神の方を見て話している）

真　琴　言葉？言葉って？

楓　　　私ね、もともとは東京の生まれなんだ。だけど、

　　　　小学校に入る前に、大阪に引っ越したの。それで、

　　　　入学式の後、クラスで自己紹介をしたんだけど、
その時男子の一人に、「お前何気取ってしゃべっ
てるんや。」って笑われたの。今思うと、別に悪
意はなかったんだろうけど、クラス中の男子がゲ
ラゲラ笑って、私すごくショックで泣いちゃった
んだ。それで次の日から学校が怖くなって、何日
か休んだの。最初に笑った男の子が先生からすご
く怒られて、そうしたら今度は男の子のお母さん
が「このくらいのことで泣いたり休んだりするほ
うが悪い」って電話してきて、ますます学校に行
きづらくなって…。

早　月　私の時と似ている…。

真　琴　早月も男子にいじめられて、不登校になった時期があったんだよね。

ゆかり　男子って、やっぱりどこか女子と違うんだよね。

亜　希　気に入っている子に限って、からかったり、ものを隠したりするんだよね。

か　よ　そうそう、気になるなら優しくしろって！

早　月　でもあの頃はそんな風に考えられなかったんだ。

ゆかり　だから学校に行けなかったんだね。

真　琴　早月も結局は５年生で転校することで、学校に行けるようになったんだよね？
早　月　ズルズルと休み続けちゃったんだけど、親の引っ越しでこっちに来たことがきっかけで、また学校に行けるようになったんだ。でも何となく男子が

怖くて中学は女子校にしたから、まだ引きずって

いるところもあるのかな？
ゆかり　楓にはそういうきっかけがなかったんだね。

楓　　　そうなんだ。そのうちに段々と、学校に行っていないことが、学校に行けない理由みたいになってきちゃって…。

か　よ　あれ？東京へはいつ戻ってきたの？
早　月　中学生になるときだよね？

ヒキ神　（ちゃんと知ってくれていたんだね）

楓　　　そう、また親の転勤で東京に戻ったの。
ゆかり　そのときはきっかけにならなかったの？

楓　　　春休みに決心して、中学に通う気になったんだ。

か　よ　楓、すごいじゃん！

楓　　　でも私も早月と同じで、やっぱり男子が嫌で女子

校にしたんだけどね。

真　琴　あたしらも、ここの公立が結構荒れてるらしいっていうから、みんなでウチの女子校にしたんだもんね。
か　よ　それじゃあ、どうして中学に入っても登校できなかったの？

楓　　　中学入学の前の日にお母さんと買い物に行ってい

つもよりテンション上がってお母さんとしゃべっ

ていたら、デパートで通り過ぎた親子連れが、
「今の人たち関西弁だったね」って…私は全然

学校に行っていなかったのに、６年の間にいつの
間にか関西弁になっていたみたい…。

か　よ　えーっ、うちめっちゃ関西弁好きやねん！

亜　希　修学旅行でガイドさんの関西弁、かわいくてめっちゃ気に入って真似したよね！

楓　　　今度は東京で関西弁を笑われるような気がして、

　　　　急に怖くなっちゃったの。
早　月　同じ入学式だもんね。そういうのってホント怖い。
亜　希　言葉と入学式がトラウマみたいになったんだ。
楓　　　それでも、必ず制服に着替えるって決めたから、
　　　　毎朝ちゃんと支度するんだよ…。でも時間が近づ

くと、頭とお腹が痛くなって、どうしても行けな

いんだ…。もう今日は欠席しよう、って決めると、
すーっと嘘みたいに痛みが消える。

か　よ　そうなんだ…毎日毎日辛いね…。
真　琴　ウチらだって、遅刻した時とか休んだ後、なんか
　　　　教室に入りにくい時ってあるよね？
亜　希　そんなのみんなあるんじゃない？何年も学校行っ

てなかったらどれだけ辛いんだか…。
　　　　（先生が入ってくる）

先　生　あーよかった、楓さんまだいたわね。

楓　　　あっ、先生。何か？

先　生　お家に電話したら、楓さんが登校していることを

お母さんはご存じなくて、とてもびっくりなさっ

ていたわよ。
楓　　　はい…（ヒキ神は舌を出して楓を見る）母の留守中に、急に気が変わったもので…。

先　生　私もいろいろお母さんとお話したいし、学校まで
お迎えに来ていただくことになったから、もう少
し教室で待っていてね。

ゆかり　私たち、楓さんといろんなことをおしゃべりしな

がら一緒に待っていてもいいですか？

先　生　それはありがたいわ。先生も一緒におしゃべりに

混ぜてもらっていい？

か　よ　先生公認の居残りおしゃべりだーっ！

楓　　　なんだか私のためにごめんね！
亜　希　気にしないで。まだまだいろいろ聞きたいよね？

か　よ　うん！学校に行けなくなった理由は聞いたけど、

　　　　逆にどうして来る気になったのかなと思って。
真　琴　かよ、アンタの辞書には遠慮という言葉がないの

かねぇ…。

　　　　（母が現れる）

母　　　楓、いつの間に学校に？　

楓　　　急に気が向いたんだ…ごめんね、心配かけて。

母　　　それはいいけど…あの、平気なの？

楓　　　それがね、クラスのみんなも私のことを考えてく

れていたんだって。

母　　　（先生に）まぁ、それはありがとうございます。

先　生　私の指示じゃないんですよ。子供たちが自分で。

か　よ　真琴が言い出したんだよね。「私たちに何か

　　　　できないかな？」って。
真　琴　でもどうしたらいいのかわからなくて…。

早　月　家に帰って不登校だった自分のことを思い出して
いたらこの曲を久しぶりに聴きたくなったの。

　　　　（カバンからＣＤを取り出す）

か　よ　その曲が早月を救ったもう一つのきっかけなんだ。

真　琴　昨日の話、ちゃんと真剣に考えてくれたんだね。早　月　だって人ごとじゃなかったんだもの。聞いて…。

　　　　（ＣＤから曲が流れる…一同しばらく聞き入る）

ゆかり　この歌、聞いたことある！
亜　希　テレビで話題になったよね。

早　月　うん。かりゆし５８の「オワリはじまり」。
か　よ　いい歌だね！

早　月　この歌を楓にあげようと思って、持ってきたんだ。

楓　　　えっ、私に？

早　月　そう…不登校だった私の心に、すーっと入ってき

たんだ。だから楓も気に入ってくれるといいなっ
て。
楓　　　ありがとう…。（楓は曲を聴いているうちに、

次第に涙を流し始める）
　　　　毎日毎日、やり残したことだらけで…あーもうす

ぐ今日が終わっちゃう、って悲しくなって、友達

とか親友とか欲しくて欲しくて、でも一人もいな

くて…。（楓が伏せるのに合わせてヒキ神も机に
伏せるが、直前に合図をすると突然暗転…明るく

なると楓とヒキ神が入れ替わっている）

楓　　　（伏せたまま）だからこうして、みんなと話せる

ようになるなんて、夢みたい…（涙を拭きながら

顔をあげると、なんと教室にいることに気付き、
ひどく驚く）えっ、どうして…。
ゆかり　辛い話なのに私たちに言ってくれてありがとう。

か　よ　今からだって、かけがえのない時間をたくさん過

ごせるよ！
楓　　　（ヒキ神を探して）どういうこと？
ヒキ神　どこでもドアー（舌を出す）

楓　　　（ヒキ神に）そんなの聞いてないし頼んでない！

早　月　今まで何もしてあげられなくてごめんね。頼まれ

てもいないけど今からでも遅くないよ。

楓　　　えっ、違うの！みんなに言ってるんじゃないの！
早　月　私たち、楓と友達になりたいの。

亜　希　主な行事はほとんど終わっちゃったし、いよいよ

受験も近づいてくるけど、それでも毎日楽しくや

ろうよ。
楓　　　えっ、こんな私と友達になってくれるの？

真　琴　こんな私、なんて言ってちゃ、いつまでたっても
　　　　友達なんてできないよ。そんなこと言ったらうち

らだってこんなウチら、だしね。

ゆかり　今までの分、取り返そうよ。

楓　　　うん…うん！

先　生　みんな！
母　　　皆さん、まだ会ったこともなかった楓のために、

　　　　本当にありがとうございます。

　　　　小一からずーっと学校に行けなくて、この中学に

入学してからも、毎朝苦しんできたんです。だか

らこうして教室でお友達と一緒にいる姿なんて、

想像もできなかった…。（泣いている）

楓　　　お母さん、やめてよ。みんな困っているよ。

母　　　（涙を拭いて）あら、ごめんなさい。
先　生　いいじゃない、お母さんも嬉しいのよ。
早　月　そうだよ。毎日毎日、楓と一緒に苦しんできたん
だから！

楓　　　ちゃんとわかっている…両親には本当に感謝して
いるよ。今までずっと迷惑ばかりかけてきた…。

母　　　この日が来ることを、ずっと夢見てきたんだもの

ね。本当に嬉しい！

先　生　さぁ、すっかり遅くなってしまったから、そろそ

ろ帰りましょう。あとはまた明日にしなさい。
お母さん、職員室に寄っていただけますか？
母　　　はい。じゃあ、お母さんは先に行くわね。

（みんなに）皆さん、これからもよろしくお願い

いたします。（みんな挨拶　母と先生は去る）

楓　　　「また明日」…なんて素敵な言葉なんだろう。

ゆかり　これからは毎日言えるよ。また明日！
か　よ　楓、また明日ね！

早　月　じゃあね、また明日！ 
楓　　　うん、じゃあまた明日…。
（ゆかり、かよ、早月去る）
亜　希　楓、よかったね。また明日ね…。

真　琴　楓、一緒に帰ろう！

楓　　　亜希、真琴、ありがとう。ちょっと先に行ってて。

　　　　すぐに行くから。
真　琴　うん、わかった。（亜希、真琴去る）

楓　　　ヒキ神サマ、こっちへおいでよ！

ヒキ神　（合図　暗転　）

楓　　　なんだか嘘みたいな一日だった…。

ヒキ神　そうだね。他の人にとっては、ちょっといつもと

違う一日、くらいかもしれないけど、楓にとって

は画期的な一日だったよね。

楓　　　ヒキ神サマ…本当にありがとう。
ヒキ神　いいって。これが私の仕事だからね。

楓　　　正直言うと、初めて会ったときは、全然信用して

いなかったんだ。

ヒキ神　あーっ、ひどいなぁ。まあ無理もないけどね。

楓　　　でも、今はホント感謝してます。ちゃんと神様

　　　　だったんだなぁー、って。

ヒキ神　あー、ひどいなぁ、最後に！（二人で笑う）

楓　　　（気付いて）えっ、もう会えないの？

ヒキ神　だってもう楓には私は必要ないでしょ？

楓　　　でも…まだまだ不安だよ…。

ヒキ神　大丈夫だよ、友達がついてるから。

楓　　　それはそうだけど…。（真琴が戻ってきて）

真　琴　楓、なにやってるの？みんな待ってるよ！

楓　　　あっ、ごめんね。

真　琴　今誰かと話していた？

楓　　　えっ？（ヒキ神に「話していい？」）

ヒキ神　（ニッコリうなずいて手を振りながら去る）

楓　　　あっ、ヒキ神サマ！

真　琴　ヒキ神サマ？なにそれ？

楓　　　（ヒキ神が消えた方を見送りながら）

ねえ、真琴は神様って信じる？
真　琴　えーっ、神様？なんでまた？

楓　　　あのね…（話しながら二人で去る）

　　　　

　　　　「オワリはじまり」が大きくなる中

　　幕
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